


























１０歳以下 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代以上
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男 — — ２０：１ ８：１ １７：７ ２７：７














１０歳以下 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代以上
男 — — — — １７：１ ２７：１























１０歳以下 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代
男 オカマ以外なし


























１０歳以下 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代以上































１０歳以下 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代以上
男 １３：４ ３０：６ ２０：１４ ８：４ １７：０ ２７：３
女 —
＜表６＞「おれ」の使用分布
１０歳以下 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代以上
男 １３：７ ３０：２４ ２０：５ ８：３ １７：４ —
女 — １７：１ ３４：１ —
＊１０代・２０代女性が「おれ」を使っているのは、作者が「オチ」としてつかっている
　以上で紹介したのが現代日本語で見られる主な一人称代名詞である。これら以外にも「お
ら」「おいら」「うち」「われわれ」「じぶん」…のように数々の一人称があるが、いずれも
方言であったり、昔の言葉であって、現代標準日本語で直接に触れる機会はないと思われ
る。ただ、昔を背景にした小説や漫画などで度々経験したのが上で述べたものくらいで、
ここで簡単に紹介してみたいと思う。
　まず「おら」は「おれは」・「おれ」の変化型で、その辞書的意味は、『江戸時代、男性
が用いるのがふつうであったが、女性も使った』である。次に「うち」は『自分。わたし。
関西方言で、多く婦女子が使う』であって、方言だけに「わし」の「～じゃ」のように述
語などに方言が一緒に来る場合が多い。「おいら」は『おれら。われら。おれ。主に男性
が用いる語』で、「われわれ」は『自分の謙称。わたくしのようなもの』の意もあるが、
演説などで「わたしたち」の意で使われるのが目立つ。また「じぶん」は旧日本軍で一人
称で使われたこともあったが、今は「自分」というと「おのれ」「自分自身」の意で通じ
るのが普通のようである。
まとめ
以上で見た一人称代名詞をもう一度ここでまとめてみることにする。まず「わたし」だ
が、＜表１＞を見れば分かるように、もっともひろい使用者層を持っている。「わたくし」
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とともに、普段は別の一人称代名詞を使っている人でも、改まった気持ちで話す時、また
は自分を控え目に表したい時に用いることが多い。男性の場合「わたし」は、プライベー
トな時より、仕事場などで目上の人と話す時に使っているのがほとんどであるのに対して、
女性は老若関係なしに普通に使っている。「わたくし」は「わたし」よりも控え目な表現
であって、日常生活より公の場で使われる例が多い。
「わし」は年寄りの男性が使う場合が多いが、女性の使用例もなくはない。
次に「あたし」や「ぼく」「おれ」はいずれも性別によって使い分ける言葉である。「あ
たし」は女性のほとんどの年齢層で使われていて男性は使わないのが普通である。「ぼく」
と「おれ」は「あたし」とは反対に男性だけが使っている。「ぼく」は「おれ」に比べて
控え目な表現である。
おわりに
以上で現代日本語で代表的に使われている一人称代名詞を見てきた。ということは、
これら以外にも多数のものが存在しているということになる。どれくらい使われているか
の問題は別にしても。一人称だけではない。二人称代名詞は一人称以上に数多くのものが
あっで、これら一人称と密接に関係しながら使われるのである。これは一体何を意味して
いるのだろうか。封建社会の厳しい身分制度の名残かどうかは分からない。ただ、これだ
けの一人称と二人称が存在して、自分の状況、そして相手との関係によって使い分けてい
る、しなければならない事実だけは確かである。
ここでああだこうだの批評を加えるつもりはない。ただ日本語の特色のひとつとして
受け止めていたいだけである。「俺は女だ」という簡単な文だけで笑えたり、話し手が自
分と相手のことをどう呼んでいるかだけで、少なくない情報を得られる、というのもなか
なか魅力的ではないだろうか。
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